
ガイドブック作成要領 

１．送付したＣＤ－ＲＷは提出用です 

ＣＤは空です、データは入っていません。 

別途、担当者様宛てにメール送付及び、ホームページ「出展者専用ページ」に掲載

した「ガイドブック原稿提出用紙（エクセルファイル）」に、必要事項を記載（入力）

後、送付したＣＤ－ＲＷに保存の上、提出して下さい。 

２．１技術につき１エクセルファイルでの作成をお願いします 

ガイドブック原稿提出用紙（エクセルファイル）は出展１技術につき、１エクセル

ファイルでの作成をお願いします。 

１小間申込みの場合、３技術までガイドブックへの掲載が可能なので、エクセルフ

ァイルは３つ保存することになります。 

【例】送付したＣＤに入力保存し、提出するデータ 

(※)出展する技術が６の場合の６ファイルを保存することになります。 

１．【出展（代表）技術１】ガイドブック原稿提出用紙（エクセルファイル） 

２．【出展技術２】ガイドブック原稿提出用紙（エクセルファイル） 

３．【出展技術３】ガイドブック原稿提出用紙（エクセルファイル） 

【注意】  前回（ＥＥ１６）までの様式とは異なりますのでご注意下さい。 

１つのエクセルファイルにシートをコピーし、複数原稿の作成は 

しないで下さい 

【注意】  入力文字数に制限がありますので、制限内で入力下さい 

【注意】  代表技術のガイドブック原稿名には、必ず『（代表）』を入れて下さい 

３．ガイドブック原稿提出用紙の記載（入力）内容 

ガイドブック提出用紙の記載（入力）は、出展申込書に記載した内容（出展者名、

技術名称、ＮＥＴＩＳ番号、技術分野）となります。 

出展者名は申込書に記載した名称 としますが、株式会社は(株）、一般社団法人は(一

社)表記に統一させていただきます。また、技術掲載別に出展者名を変えることはでき

ません。 

なお、掲載期間が過ぎたＮＥＴＩＳ番号の記載はご遠慮下さい。 

ＣＤ本体には、出展者説明会（１月３１日）で発表する「出展小間番号」を必ず記

入してください。 

４．写真画像データは 1技術につき 1写真画像データです 

写真画像データは、１技術につき、１写真画像データとします。 

どの出展技術の写真画像データかわかるように、データ名をつけて下さい。 

写真画像データはエクセルファイルに貼り付けずに、写真画像データ（jpeg 等）を

提出して下さい。 

エクセルファイルに貼り付けての提出の場合、出来上がりの画像が不鮮明になる場



合がありますので、ご了承下さい。 

５．出展申込書の代表技術の技術分野は変更できません  

出展技術を審査の上、出展者を決定している関係上、出展申込書に記載した代表技

術分野の変更はできません ので、ご了承下さい。 

６．代表技術分野以外の変更について  

代表技術分野の変更はできませんが、それ以外でやむを得ず変更が生じた場合は、

変更は可能です。  

但し、該当項目の「□変更有」にチェックしたうえで、訂正後の内容をご入力くだ

さい。 

例年、変更有欄にチェックマーク無いにもかかわらず、「②出展者名」「③出展技

術の正式名称」「④ＮＥＴＩＳ登録番号」「⑪出展技術分野」「⑫i-Construction(ｱｲ

ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ)表示」の記載が、出展申込時から変更している場合が見うけられますので、

ガイドブック提出用紙に記載する名称が変わる際は、必ず「変更有」のチェックボッ

クスにチェックマークを入れてください 

（例：申込時「○○工法」→ 原稿提出時「○○（□□）工法」、 

申込時「△△に関する技術」→ 原稿提出時「△△に係る技術」） 

 

【注意】「変更有」チェックボックスにチェックがない場合、出展申込時の記載 

事項で掲載させていただきます。 

７．入力内容の確認  

入力し保存を行ったら、必ず印刷し、入力内容を確認して下さい。 

８．ガイドブック原稿提出用紙（ＣＤ－ＲＷ）の提出について  

ガイドブック原稿提出用紙に必要事項を入力したら、送付したＣＤ－ＲＷに保存し、

入力内容を印刷した用紙を同封の上、郵送にて提出して下さい。 

原稿未提出の場合ガイドブックに出展技術が掲載されませんのでご注意ください。 

  

ＣＤ本体には、出展者名、出展小間番号(※)を記入 し、ＥＥ東北事務局まで郵送又

はご持参願います。 

    (※)出展小間番号は、１月３１日（火）開催の出展者説明会時に発表します 
 

 

   提出期限  平成２９年２月８日（水）必着 

 

郵送先   〒985-0842 

         宮城県多賀城市桜木３丁目６－１ 

         国土交通省東北技術事務所  

施工調査・技術活用課内  

ＥＥ東北実行委員会事務局 宛て 
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出 展 申 込 者 ：
（ 会 社 名 ・ 団 体 名 ）

所 属 部 署 名 ：

担 当 者 氏 名 ：

TEL　※半角英数入力 FAX　※半角英数入力 E-mail　※半角英数入力

　・社名ロゴ 　　・会社マーク

※ 社名ロゴ或いはマークの画像が有る場合、□欄にチェックを入れてください
※ 画像データはエクセルファイルに貼り付けず、「提出用紙」とともにCD-RWに保存して提出して下さい

ガイドブックに掲載する必須項目

ガイドブック原稿提出用紙

　「ＥＥ東北'１７」の出展技術を掲載するガイドブック作成のため、別シートの「ガイドブック作成要領」をご確認
の上、入力して下さい。
　入力内容のとおり掲載となりますので、文字数をよく確認して下さい。

②’社名ロゴ・マーク

④ ＮＥＴＩＳ登録番号（例；TH-000000-V）　※ＮＥＴＩＳ掲載中の番号を記入  ※半角英数入力

　出展者説明会でお知らせする「出展小間番号」を必ず入力してから、画像データとともに、送付したCD-RW
に保存し、提出（郵送）して下さい。
　確認のため、この提出用紙を印刷したものを同封の上、郵送して下さい。

　出展申込書時の記載内容から出展者名、出展技術、技術分野等を変更する場合は、必ず、変更有の□欄
にチェックしてください。

　１技術につき１ファイルごとに作成し提出してください。
　出展技術は、１小間あたり最大３技術まで掲載可能です。（※２小間の場合、最大６技術まで掲載可能）

ガイドブック作成に関する校正担当者・連絡先（必須）

① 小間番号（例；A-00）　　※出展者説明会でお知らせする「出展小間番号」を忘れず記入

※ガイドブック作成業者（（株）工陽社）からご担当者様あて、校正依頼を行います

⑥ 説明用本文（当該新技術の概要等）　　　 ※300文字以内

③ 出展技術の正式名称 　　※20文字以内

② 出展者名 　　※ガイドブック（目次含む）、出展小間の社名プレートに掲載する名称

⑤ 出展技術の見出しコメント　   ※52文字以内

変更有 

変更有 

変更有 

画像 有 画像 有 



【出展（代表）技術１】ガイドブック原稿提出用紙.xlsx 2 / 2

⑨ 当該出展技術の担当者名　  ※名字のみ、３名まで掲載

※ 出展技術の画像が有る場合、下記の□欄にチェックを入れてください
※ 画像データはエクセルファイルに貼り付けず、「提出用紙」とともにCD-RWに保存して提出して下さい

※ 出展技術の技術分野を下記よりひとつ選択して、□欄にチェックを入れてください
※ 複数選択されている場合は、事務局にてひとつに絞らせていただくことになります
※ 申込みいただいた代表技術の技術分野は、変更できません

000-000-0000

⑩ 画像　…画像枠 [Ｗ50mm×Ｈ36mm(ｷｬﾌﾟｼｮﾝ含む)]　 　※1技術につき１データ

⑮ ファックス番号  (000-000-0000)　   ※半角英数入力

（Ｃ）建設副産物・リサイクルの技術分野

（Ｄ）防災・安全の技術分野

（Ａ）設計・施工に関する技術分野

※ 出展技術がi-Constructionに該当する場合は、下記の□欄にチェックを入れてください

⑫ i-Construction表示

⑬ 施工実績 （出展技術が実際に東北地方で施工された事例があれば記載）　   ※40文字以内

⑭ ＷＥＢアドレス（ＵＲＬ）　   ※半角英数入力

http://

⑯ 営業時間　（00:00-00:00）　　 ※半角英数入力

i-Constructionに該当する

（Ｂ）維持管理・予防保全の技術分野

ご希望により掲載する項目（未記入の場合は掲載しません）

（Ｅ）その他共通の技術分野

000-000-0000

⑪ 出展技術分野

⑧電話番号 (000-000-0000)　  ※半角英数入力

当該出展技術の展示方法　（複数選択可）

　・出展技術の写真画像

⑦ 当該出展技術の担当部署

パネル展示 映像紹介 その他（ 

模型展示 ブース内でプレゼン実施 実物(重機･製品等)展示 実演 

） 

変更有 

変更有 

写真画像 有 



(入力サンプル)　【出展（代表）技術１】ガイドブック原稿提出用紙.xlsx 1 / 2

出 展 申 込 者 ：
（ 会 社 名 ・ 団 体 名 ）

所 属 部 署 名 ：

担 当 者 氏 名 ：

TEL　※英数半角入力 FAX　※英数半角入力 E-mail　※英数半角入力

022-123-4567 022-123-4568 thr-tougi01@mlit.goi.jp

　・社名ロゴ 　　・会社マーク

水中構造物を水中カメラで確認し維持管理で活躍する水中探査装置

　管理する水門・堰・ダム・橋脚等の現状を把握し、異常及び損傷を早期に発見するために配備されており、
遠隔操作で水深１４０ｍまで潜ることができます。
　装置には、照明付きのカメラを装備しており、濁度１０ppm程度まで鮮明な水中映像をリアルタイムで地上の
モニターで確認、録画することができます。
　また、マニピュレータと呼ばれるロボットアームが装備されており、小形の対象物の回収や撮影対象の簡易
な清掃が可能です。

※ 社名ロゴ或いはマークの画像が有る場合、□欄にチェックを入れてください
※ 画像データはエクセルファイルに貼り付けず、「提出用紙」とともにCD-RWに保存して提出して下さい

ガイドブックに掲載する必須項目

施工調査・技術活用課

ＥＥ東北　太郎

ガイドブック原稿提出用紙

　「ＥＥ東北'１７」の出展技術を掲載するガイドブック作成のため、別シートのガイドブック作成要領をご確認の
上、下記項目にご記入お願いします。
　入力内容のとおり掲載となりますので、よく確認の上、入力願います。

A-01

②’社名ロゴ・マーク

④ ＮＥＴＩＳ登録番号（例；TH-000000-V）　※ＮＥＴＩＳ掲載中の番号を記入  ※英数半角入力

　出展者説明会でお知らせする「出展小間番号」を必ず入力してから、このＣＤ－ＲＷごと提出（郵送）して下
さい。
　確認のため、この提出用紙を印刷したものを同封の上、郵送して下さい。

　出展申込書時の記載内容から出展者名、出展技術、技術分野等を変更する場合は、必ず、変更有の□欄
にチェックしてください。

　１技術につき１ファイルごとに作成し提出してください。
　出展技術は、１小間あたり最大３技術まで掲載可能です。（※２小間の場合、最大６技術まで掲載可能）

ガイドブック作成に関する校正担当者・連絡先（必須）

東北地方整備局　東北技術事務所

① 小間番号（例；A-00）　　※出展者説明会でお知らせする「出展小間番号」を忘れず記入

※ガイドブック作成業者（（株）工陽社）からご担当者様あて、校正依頼を行います

⑥ 説明用本文（当該新技術の概要等）　　　 ※300文字以内

③ 出展技術の正式名称 　　※20文字以内

水中探査装置

TH-012300-V

② 出展者名 　　※ガイドブック（目次含む）、出展小間の社名プレートに掲載する名称

東北地方整備局　東北技術事務所

⑤ 出展技術の見出しコメント　   ※52文字以内

変更有 

変更有 

変更有 

画像 有 画像 有 
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⑨ 当該出展技術の担当者名　  ※名字のみ、３名まで掲載

※ 出展技術の画像が有る場合、下記の□欄にチェックを入れてください
※ 画像データはエクセルファイルに貼り付けず、「提出用紙」とともにCD-RWに保存して提出して下さい

※ 出展技術の技術分野を下記よりひとつ選択して、□欄にチェックを入れてください
※ 複数選択されている場合は、事務局にてひとつに絞らせていただくことになります
※ 申込みいただいた代表技術の技術分野は、変更できません

022-365-5897

⑮ ファックス番号  (000-000-0000)　   ※英数半角入力

（Ｃ）建設副産物・リサイクルの技術分野

（Ｄ）防災・安全の技術分野

（Ａ）設計・施工に関する技術分野

※ 出展技術がi-Constructionに該当する場合は、下記の□欄にチェックを入れてください

⑫ i-Construction表示

宮城、東北

⑩ 画像　…画像枠 [Ｗ50mm×Ｈ36mm(ｷｬﾌﾟｼｮﾝ含む)]

⑬ 施工実績 （出展技術が実際に東北地方で施工された事例があれば記載）　   ※40文字以内

⑭ ＷＥＢアドレス（ＵＲＬ）　   ※英数半角入力

http://www.thr.mlit.go.jp/tougi/

⑯ 営業時間　（00:00-00:00）　　 ※英数半角入力

i-Constructionに該当する

宮城県多賀城市

（Ｂ）維持管理・予防保全の技術分野

ご希望により掲載する項目（未記入の場合は掲載しません）

（Ｅ）その他共通の技術分野

022-365-5938

⑪ 出展技術分野

⑧電話番号 (000-000-0000)　  ※英数半角入力

当該出展技術の展示方法　（複数選択可）

東北地方整備局　東北技術事務所　防災・技術課

　・出展技術の写真画像

8:30-17:15

⑦ 当該出展技術の担当部署

パネル展示 映像紹介 その他（ 

模型展示 ブース内でプレゼン実施 実物(重機･製品等)展示 実演 

） 

変更有 

変更有 

写真画像 有 
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